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ごあいさつ

本日ここに「京都フィロムジカ管弦楽団」定期演奏会を開催するにあたり、ご多用にも拘わらず、多数の方々のご来

場をいただきまして、誠にありがとうございます。

この定期演奏会も、メンバー諸君が仲間と貴重な、しかも楽しい音楽経験を積み重ねてはや第 23回日となりました

今回の演奏会は、第 5回と第 10回に指揮者をして下さいました池田 俊氏をお迎えし、先生のご指導のもと、ますま

す努力と研鑽を積み重ね、本日ここに魅力あふれる交響曲を、披露してくれるものと期待致しております。曲日も久々

にニールセンの作品を取り上げ、馴染みがあまりなかった作曲家の名前も、より身近に感じられるようになったのも、

フィロムジカ管弦楽団員のおかげと思つております。皆様にはその努力の結実を演奏の中にお聴きいただき、楽しい一

時をお過ごしいただければ幸甚に存じます。

最後になりましたが、「京都フィロムジカ管弦楽団」の為に、物心両面にわたるご支援を賜りました皆様方をはじめ、

ご脂導下さいました先生方に厚く御礼申し上げますと共に、定期演奏会のますますの発展を祈りまして、ご挨拶とさせ

ていただきます。

京都フィロムジカ管弦楽団顧問  和田之宏

「音楽をじつくり聴く」ということは大切なことです。音楽界もデジタノL/fヒが進み、さまざまな音源があふれ出して

きました。今では、たくさんの曲を頭だけ聴いたり、曲の聴きたいところだけを飛ばしたり、一曲を数秒にまとめたり

することが簡単にできるようになりました。音楽は鑑賞するものであったはずが、今や音楽は選び出すものに変わりつ

つあると言えるでしょう。しかしそれでは音楽本来の持つ意味あいを失つてしまいます:特にクラシック音楽1動 か

ら最後までじつくり聴いてもらうことを想定して作られています。聴き所をより効果的に演出するさまざまな工夫を作

曲家はしているのです。私たちは作り手の意図するものを十分にくみ取り、作曲家が言いたかつたことを漏れなく聴衆

に伝えます。どうぞ最後までごゆつくりお楽しみくださしヽ

京都フィロムジカ管弦楽団団長  長岡武志
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指揮者

池田 俊 (ぃけだ しゅん)

兵庫県西官市生まオL大阪音楽大学附属音楽高等学校から大阪音楽大

学へ進み、指揮を斎藤秀雄氏の指揮法教程で研鑽を積み、 トランペット

を斉藤広義、金石幸夫氏に師事。卒業後、大阪フィノ″ ―`モニー交響楽

団のさそいを受け入団。1974年、ドイツのデトモルト国立音楽大学へ留

学。指揮法と室内楽の研鑽をヨスト・ミヒャエルス、 トランペットをヘ

ルムート・シュナイディビント氏に師事。帰国後、大阪フィルに再び首

席トランペット奏者として迎えられ、1995年、大阪フィノL/ハーモニー交

響楽団を退団し本格的に指揮活動に入る。指揮とトランペットを兼ねた大阪シュベルマー金管アンサンブルのコンサー

トで大阪文化祭 [奨励賞][本賞]を受賞。

1997年、オーストラリアでのブリスベン国際ブラス・フェスティバルに招かれ、オーケストラに関する演奏法の指導

やコンクールの審査も務める。

1998年、関西フィノ″ ~`モニー管弦楽団と指揮者デビューコンサートを開催し、豊かな音楽性を持つ才能ある指揮者

と絶賛され、[神戸つ子]のブノレー リボン賞候補に指揮部門でノミネートされる。以来、関西フィノ1/ハーモニー管弦楽

団、大阪シンフォニカー交響楽団、広島交響楽団、奈良フィノ″ ―`モニー管弦楽団、エウフォニカ管弦楽団、ウィンド

カンパニー管楽オーケストラ等で指揮、近年は大阪市音楽団からも招かれている。またアマチュアの分野においては橿

原交響楽団、京都フィロムジカ管弦楽団、人尾フィノレ ―ヽモニー交響楽団、西宮吹奏楽団、その他等で客演指揮者とし

て招かれている。

2001年、ブルガリア国立室内オーケストラを指揮し好評を得る。

2004年、ブルガリアのソフィア市で行われた第 1回ワークショップで、国立ブルガリア・ソフィアフィノ″ ―ヽモニー

交響楽団を指揮しディプロマを授与され帰国。

現在、プロ、アマを問わない多彩な指挿活動を行い、特にアマチュアのオーケストラや吹奏楽団の演奏向上に力を注

いでいる指揮者として評価を受けている。

日本指揮者協会会員

高知大学交響楽団 (常任指揮者)

香芝シティ室内オークストラ (専任指揮者)

」APANアカデミー・ トランペットアンサンブル指揮者 (音楽監督)

奈良教育大学非常勤講師
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濃い音楽だ:コーダでは疾走するような快速のテンポに変貌し、荒々しく閉じられる。

第2楽章 :アンダンテ。この曲の白眉とも言うべき充実した楽れ そもそもこの第 1交響曲はシューマンの交響曲とほぼ同

じシンプルな楽器編成であるが、この楽章ではトランペットとトロンボーンを休ませて一層簡潔な楽器編成となる。しかし、

金管を減らした分、官能的な旋律を歌う弦楽器の艶やかな音色が前面に出ることになり、ニールセンならではの濃厚な味わい

がかえって強化されている。三連譜が旋律にも伴奏音型にも多用され、この執拗なまでの三連譜の繰り返しが麻薬のように作

用して聴く者を陶酔の世界へと引きずり込むb大きな波のように強弱が繰り返されるクライマックスを過ぎると、楽章冒頭の

音型をこだまのように繰り返しながら名残惜しげに終わる。

第3楽章 :5部形式を取るスケルツォに相当する楽軋 「∞mOdo(ゆったりと)」 と表情指定がなされており、間奏曲のよ

うな穏やかさと軽やかさをも備えている。弦楽器による波のような伴奏音型に乗つて、田園情緒を湛えた穏やかな主題が歌わ

れる。一見単純そうに見える主題だが、実は演奏困難なシンコペーションで書かれており、伴奏音型との微妙なズレと演奏者

が放つ緊張感が音楽をほどよく引き締める。主部の終盤では、異なるリズムが激しくぶつかり合う壮絶なクライマックスが築

力珈ノる。この部分は同じ音型が8回繰り返されるというしつこい音楽で、ある団員は「壊れたCDプレイヤーみたいや」と椰

楡していたが、この執拗さこそニールセンの面白さであろう。中間部では、金管がコラール風の荘厳な旋律を奏でる。まるで

聖堂の中にいるかのような厳粛なこの音楽は、土俗的・官能的な表情が支配的なこの交響曲全体の中でも異彩を放っている。

最後は主部の旋律がフェードアウトしていき、弦のピッツィカートによつて静力ヽ こ閉じられる。

第4楽章 :「∞n hoco伏のように)」 と表情指定された荒々しい音楽b弦楽器のトレモロと管楽器の和音によって轟然と始

まるや否や、ヴァイオリンによる切り裂くように鋭い第 1主題が襲い掛かる。第 2主題部は対照的に穏やかな表情を見せるが、

どこか沈痛な暗さを湛えている。展開部ではこの第 2主題部の動機が厳めしく豹変し、管と弦が対決するようにこの動機をぶ

つけ合う壮絶なクライマックスを形成する。コーダは第 1楽章同様、猛進するような推進力を得て、熱狂的に終わる。シンフ

ォニストとしてのニールセンのデビューが熱狂的に迎えられたことは想像に難くない。

(Tp.遠蕩: 輔

ニールセン/序曲『ヘリオス』

この曲は第 1交響曲の作曲から約 10年後の1903年に、旅行先のギリシャで書かれた曲であり、地中海で見た日の出の

印象を音楽で描いている。題略の「ヘリオス」はギリシャ神話における太陽の神である。ヘリオスは英雄諄が無いため今ひと

つ存在感が薄いが、「世界七不思議」のひとつに数えられた「ロドス島の太陽神ヘリオスの巨像」と言えばピンと来る人も多

いと思う。また、太陽の神として毎日空を駆け巡つていることから、上空から世界を見つめる神、という性格を付与されるよ

うになった。ニールセンはこの作品を「ヘリオス」の名を冠するにふさわしい由に仕上げた。太陽を思わせる輝かしい響き、

巨像のイメージを沸き立たせる堂々とした風格、世界の観察者に似つかわしい崇高な旋容tと りわけこの曲は、黎明から日没

に至るまでの太陽の運行を音によつて克明に表現した情景描写が極めて優れている。シベリウスの音詩『夜の騎行と日の出』

と並び賞されるべき、太陽を音で描いた傑作と言えよう。

なお、僕は交響由の解説で、ニールセンという作曲家の魅力について「泥臭くも退しい彼の生き様がたっぷりと注ぎ込まれ

ている」ことだと書いたが、この『ヘリオス』は洗練された均整美を誇る曲でニールセン作品としては異色である。この曲は、

[低弦による短い朝 →[ホルンを主体とした雄渾な卸 →[フル・オーケストラによる輝かしい倒 、と展開し、弦楽器のフ

ーガによつて全曲の頂点が築かれると、後半は、[フル・オーケストラによる調 →〔ホルンの用 →抵弦による短いコー列、

というように前半の逆ルー トをたどる。実に簡潔なシンメトリーの構造をとるのである。地中海の絶景のみならず、均整美を

|
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交響曲第8番の作曲時期にもベートーベンは恋をしていた (はずう 。幾人もの女性と親密な手紙のやり取りをしていたこ

とが知られているが、第 8番の作曲の時期に、ベートーベンを心から受け入れてくれた女性との関係があつたという説もある。

しかしながらベートーベンは常に恋に臆病であり、残念ながら結果としては成熟した男女の精神的な関係を発展させて結婚生

活や家庭生活を営むことはできなかつた。彼が恋愛感晴を持つ女性は常に「既に結婚している」かもしくは「今にも他人と結

婚する」ような女性ばかり。恋に恋する中年でありながら決して一人の女性に深入りできない、純粋過ぎて情熱的過ぎる人物

だったのだと私は思う (単なる「困つた中年オヤジ」だと言つてしまえばそれまでですがね)。 第 8番はそんなベートーベン

の内面により近く、お茶目で臆病、呻椰4から歓喜へ」なんて人前では言いながらも、実は運命に翻弄されてしまい落ち込ん

だり、浮かれたりする自分をさらけ出した私的な性格を持つ交響曲ではない力、ベートーベンは表には普段なかなか出せない

自分の一面を表現したのだろう。

残念ながらこのベートーベンが愛した第 8番は、当時まったく流行らず、大衆にはうけなかった。1814年に第 7番や交

響曲「ウェリントンの勝利」 (戦争交響曲)と共に演奏会で第 8番の初演が行われたが、ナポレオンによる占領という屈辱か

らようやく逃れ、愛国的な気分の高揚が最高潮に達していたウィーンの庶民にとつて、やや地味な第 8番は全く興味が持てな

かった。ベートーベンは自分が第 7番よりもはる力ヽ こ出来が良いと思っていた第 8番を大衆に否定され、怒ったとされている

のだが、内面ではショックを受け、やはり自分の聴力が駄日になつているのかと、自信をなくしたのではなかろう力、交響曲

第 7番と戦争交響由の大成功から作曲家としてのベートーベンの名声は最高潮に達するのだが、いくら華やかな生活をし、貴

族にもてはやされたとしても、偏屈な作曲家は、自分自身の分身の一人のような第 8番を世間に否定され、孤独だったのだろ

う、と私は思うのだ。

第 1当誕詈き Allegro �vace e con brio F‐ dur

四分の3拍子のソナタハ 冒頭に序奏を持たず、第 1主題のf(フォルテ)の全奏で始まり、力強い推進力を持って進む。

p(ピアノ)の軽央でどことなくおどけた第 2主題 源調の短 3度下という珍しい調への転調)が提示されたあと、2拍子 (ヘ

ミオラ)の反進行と後続楽章につながるオクターブ跳躍のモチーフが全奏で力強く提示される。展開部は、低弦が主導して第

1主題を高弦と低弦が交互に奏する形で進行し、日 (フォルティティシモ)でオケ全体を思う存分に鳴らす再現部に入る。第

1楽章の自眉と言える部分であり、展開部後半から再現部にかけては、ぜひ低弦 (チェロ、コントラバス)に注目していただ

きたし、ベートーベンはここで再現部まで徹底的に低弦パートに主題を弾かせており、執拗とも言えるほどである。一般人の

耳よりも低音が良く聞こえていたためであろう力、終止部はクラリネットの第 1主題 (ただし短 3度下へ転調)から始まり、

転調を繰り返すことで次第に緊迫感を増すが、フェルマータでIからfに落ち、何だか間が抜けた雰囲気になる。再びpで音

楽が始まって一気に ∬ のホルンの咆吼で盛り上がる。体止 (G.P)のあと、人が変わったかのように弦楽器のピチカートと

管打の掛け合いのなか、第 1主題を思い出して終わる。ベートーベンはおそらく当初は、盛り上がったところでお得意の「ジ

ャン」を鳴らして終わるつもりだつたのだろうが、改訂を行って今日の形になっている。第 1楽章が静力ヽ こ終わる交響曲はベ

ートーベンには珍しいが、この曲の第 1楽章終結部は、次の第 2楽章スケルツァンドヘの導入として非常に効果をあげている。

第2楽章 Allegretto sche― ndo B‐dur

四分の2拍子。主題提示と再現部からなり、第 3楽章と並び非常に短レ、 この楽章の冒頭で提示される、伴奏型の管楽器の

連打はメトロノームの連打を表しているというが、眉唾ものである。ただ、ベートーベンの友人であつた発明家で事業家のメ

ルツェルはこの曲の初演から数年後にメトロノームを発表するが、同じような間隔で音を鳴らすことのできるこの機械をベー

トーベンは気に入つていたことは事実のようで、わざわざ自身が作曲した交響曲すべてのテンポをメトロノームによって後に

指定している。管楽器の伴奏に乗つて、バイオリンと低弦が楽しげな主題を呼び交わし曲が進行していく。この主題は、「夕。
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京都フィロムジカ管弦楽団「友の会」会員様ご芳名

村上 治子様
渡辺 真人様
渡辺 不B美様
松村 里香様
越後 干代様
渡辺 一真様
渡辺 由カロ理様
渡辺 晴菜様
杉本 華子様
安藤 美知穂様
稲村 董雄様
遠藤 8寺金様

倉田 八重子様
丼谷 宏美様

鑢本 不□弘様
谷□ 佳隆様
岡本 幸雄様
中西 充弥様
信広 澄子様
横田 洋子様
吉田 育弘様
孝本 浩基様
吉田 寛子様
大八木 隆子様
大東 直勝様
吉田 健太様
せき やすいち様
政岡 潤平様

小出 実様様
小出 敏枝様
本下 清美様
西坂 壽美子様
松浦 淳司様
梅下 義記様
大八本 文人様
吉原 不B敏様
大内 きくゑ様
岡島 敦子様
小松 朋美様

ほか 5名様

2002年 4月に発足しました「友の会」は,上記会員の皆様方よりご支援いただいております。(2008年 5月現在 )
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各種旅行会社 (JTB・ 日本旅行 etc)国 内・海外
パンフレット取扱い可能 ||

他にもスホ
・―ツ・音楽合宿、スキー旅行、団体旅行も

取り扱っております。

日本教育旅行株式会社

京都市 卜京区下数珠屋町通東洞院東人

印刷のことなら

地 社
T602-0858

TEL i 075‐ 351-0405     1  京都市上京区河原町荒神口上ルニ筋目東入ル
http://www.net― fl・eewaycom      l      TEL(075)231-17270

担当 藤 田 珠量       I     FAX(075)256-4604
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京都フィロムジカ管弦楽団からのお知らせ
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9第 24固定期演奏会や

2008年 12月 14日 滋賀県立芸術劇場 びわ湖ホニル (大ホール)
シベリウス/交響曲『クッレルヴォ』 作品7

指揮 清水史広   ソプラノ 好本由希子   バリトン 時宗 務
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,新入団員随時募集中や

募集バート:ヴァイオリン、ヴイオラ、チェロ、コントラバス

ピッコロ、クラリネット、ファゴット、 トロンボーン、打楽器
※ビッコロはフルート兼務。クラリネット|ま特殊管兼務。 トロンポーンはテナー、1状ともに― 。

※管・打署淵材 ―ディシヨンがあります。

※コントラバスは団所有の楽器があるため、楽器に関しては相談に応じます。

詳し<はお問含せ<ださい。

丁el :090 8163-4626 酬 男竜喘事目目言舌 Jヨ主当・ヤ督フ勺)    E― mail :「ёcruit@kyotophilo.com

O`0“
`“
06

,「友の会」会員随時募集中や

フイロムジカの活動を応援して<ださる力を募集しています

【年会費】  1 □ 1,000円   【期 間】ご入会いただいた月より1年間
【特 典】 1.期 間内の定期演奏会に、1□につき可名様を無料ご招待

2.その他演奏活動のご案内

3.定期演奏会プログラムヘのご芳Gの掲載

お申込み・入会に関するおFo5含せ  Tel&Fax 075{∞Ю123(西村) E―mail:tomoOkyotophilo.com

京都フィロムジカ管弦楽団ホームベニジ http:〃M.kyotophilo.com/

クラシック音楽の海外公演・国際交流
海外での公演・国際交流は、現地でのマネジメントが大切です。

弊社は日本のオーケストラの海外公演・国際交流を、真の意味で成功させて参りました。

海外公演・国際交流のお手伝いはおまかせください。

海外公演実績・予定

同志社大学交響楽団ヨーロッパ公演 1998年,2001年,200準 ,2007年
(プラノヽドヴォルザークホープレブダペスト:リスト音楽げミユンヘン/ヴュルツプルク/グラーツ他)
岡山県桃太郎少年含唱団ヨーロッパ公演 1998年,2005年
(ドイツ:レータンスプルク大聖堂/フラ八:ル ドルフィヌムスークホール他)
呆都市民富弘楽団ヨーロッパ公演 1999年 (ウィーン:ムジークフェライン大ホール他)
彦根市ベルリン第九オーケストラ・合唱団 1999年 12月 (ベルリン:SFB放送大ホール)
京都市立音楽高等学校ウィーン公演 2007年 (ウィーン :カールス教会)
岐阜県交響楽創立55周年ウィーン公演 2009年 (ウィーン:ムジークフェライン大ホール)予定

協力会社 :ルフトハンザドイツ航空会社、全日空、JTB、 近畿日本ツーリスト、A:U保 険会社 http=|1螂 .mitSuma.corゴ


